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新出　「大坂図屛風」の系譜
狩野　博幸（同志社大学教授）
　狩野でございます。今も髙橋先生のほうからご紹介がありました
ように、私は、これ実物を見ておりませんので、詳しい写真ですね、
特に非常に拡大したものなんかで判断したということでございます
ので、そのことだけはお断りしておきたいと思います。ですから、
写真で見ることができる内容からどのぐらいのことが言えるのかと
いうことです。京都国立博物館も毎年秋に国際シンポジウムをやっ
ておりまして、その司会を何度かやった経験から申しますと、パネ
ルディスカッションを長くしたほうがおもしろいんだということが
よくわかりますので、簡単にプレゼンいたしまして、パネルディスカッションの中でいろいろお話をできるんじゃ
ないかと思います。
　それともう一つ、留保しておきたいのは、私は京都は多分目をつぶってでも歩けると思うんですけど、大阪のこ
とについてはほとんど詳しくありませんので、それはまた北川先生のほうから別にご説明がございますので、その
ことも留保しておきたいと思います。
　私は、「洛中洛外図」という、京都を描いた屛風を研究の中の一つの大きな柱にしているわけですが、今海外に
あるものも含めて「洛中洛外図」は 100 点ぐらいあると思います。しかし、そのうち 30 点から 40 点ぐらいが見
るに耐えるもので、あとはもうお土産品としてつくられたようなものでございます。それで「洛中洛外図」を研究
する者として、この「大坂図屛風」は非常に興味がありまして、この写真を見せられたときに驚いたわけでござい
ます。細かい写真をまたいただいて、それで見ておりますと、どうもこの描写はどこかで見たことがあるぞという
ふうに思いまして、大体「洛中洛外図」が 100 あると申しましたけど、いろいろ時代もありますし、それからグルー
プ分けもまあまあできるわけでございます。
　そのうち、この「大坂図屛風」も、島根県立美術館本「洛中洛外図屛風」というものと、それから岡山の林原美
術館本「洛中洛外図屛風」、それからサントリー美術館本「洛中洛外図屛風」、それから京都の細見美術館本「洛中
洛外図屛風」、それから京都国立博物館が持っている――京博には所蔵品として 3 点「洛中洛外図」がございまして、
一番新しいというか、時代もさまざまなものがございますが、このグループの人物の顔の描き方ですね、それから
体の動きとかも実はここに入ってくるわけでありますけども、顔を申しますとちょっと丸い顔で、そして中心に顔
の造作が集まるような特性がございまして、それもまた微妙に――今言いましたのは大体私が考えている制作順だ
ということでお聞き願いたいと思いますけども――微妙に顔は少しずつ変わっていきますが、大きな意味で顔の造
作とか、そういうのが一つの分類に入ってまいります。
　今日お見せしているのは、そのうちの 2 件でございまして、こ
れは島根県美本を幾つかお見せします（図 1）。これがこのグルー
プの一番早い時期の作品だと思いますが、この顔が実は今の「大坂
図屛風」と結びついていくわけでございます。よくご覧いただきま
すと、先ほどから景観年代とそれから制作年代が議論になっており
ましたけども、実は「洛中洛外図」の、このグループの中で一番古
いと思われる島根県美本も、年代は慶長にはまいりません。元和に
入ったことは確かでございます。
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　ですから、もしこのグループの慶長のものが出てくると、それ自
体が非常に重要なことになってくるわけですが、今お見せしている
――なぜこの 2 件のものをお見せするかと申しますと、私はこの「大
坂図屛風」には原本があって、それを 17 世紀の終わりぐらいに写
したものであるという、これは仮説でございます。その大きな流れ
の中で、もしこのグループの絵描きで慶長年間に描いていれば、大
体このような色使いであるとか、そういうことになっていくわけで
すね。人物の衣紋線であるとか、そういうものが少し後になってし
まっております。しかし、例えば人物の髷がちょっと深い、月代が
広いんですね、そういうものとかいろいろなものを勘案していきま
すと、やはりもしかすると慶長の終わりぐらいというものが原本と
してあって、それを写したものであろうという、仮説であります。
　じゃあもう一つ（図 2）。こういうものですね、大体同じような
姿のものをお見せしていますが、このグループの初めのころの絵描
きがかなり細かく描いているということを見ていただきたいんで
す。もう一ついきましょうか、こういうふうにですね、こういう人
物を描いていたグループの一番最初の頃がこういうものである。こ
れは鴨川で漁をしているところですね（図 3）。
　それから、もう一つお見せするのは、これは最近私が発見しまし
た「洛中洛外図」の中でも徳川和子が入内をした――つまり東福門
院になるわけですけども、それを描いた「洛中洛外図屛風」という
のが最近出てまいりました。これは入内の風景を非常に細かく描い
たものでございますけれども、それが元和 6 年（1620）という元
号がはっきりしておりまして、それから下ることはないという、で
すからある意味で基準作になっていくわけでございます。こういう
ようなものをご覧いただきますと、やはりもし慶長の終わりぐらい
のものであるとすれば、こういうふうなものであっただろうという
ことでございます（図 4）。
　次はこういう傘張りのシーンでございますけれども、建物の構造
をきちんと描くというこのグループの特徴ですね。特にこのグルー
プの初期のものというのは、こういうふうに建物もきっちりと描い
ていくということでございます（図 5）。
　基本的にはああいう板ぶきに石を置くというような建物も描かれ
ているわけなので、古い時代のものを描いていることも確かなんで
す。これは島原と書いてありますが、実は島原ではありませんで、
これは六条柳町ですね（図 6）。この「洛中洛外図屛風」は佐賀にあっ
たと言われておりますので、恐らく剥がれて、そしてそれをつけた
ときにもう六条柳町のことは知らないもんだから島原というふうに
入ったんだろうと思います。位置的にいっても島原ではありません。
　これは武家屋敷の中の風景でございます（図 7）。
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　これは二条城から出て、それから御所へ向っていく、その行列の
一つだけが描いてありまして、これは屛風を運んでいくところ、屛
風をその人の後ろの雀形まできっちりと描いている（図 8）。
　また、駕籠が出てきました（図 9）。後で駕籠の話は出てくるん
だと思いますけど、この人物の特徴をよくご覧ください。パネルディ
スカッションになりますと、もうこのスライドは使えないようです
ので、よく頭に中に入れておいていただけるとありがたいなと。
　これは北野神社のところでございます（図 10）。神社を描く場合
もそうです。建物をきっちりと描いていきますね。それで、これは
非常に珍しい例でありますけども、絵馬を奉納している。そういう
姿をきっちりと描いています。しかもこれは北野神社ですので馬で
はなくて牛を描いているわけでございますね。そして、地面は金で
す。それから、金雲ももちろん金でございます。
　それで、もう簡単に申しますと、グループに入る人であるという
ことは確かなわけでございますが、恐らくこのときに描かれたころ
には、もうこの流派というのは、ちょっと終わりかけている時代に
なっているんじゃないでしょうか。18 世紀に入ると、もうこのよ
うなものはまずないわけなんですね。ですから、これをどのあたり
かというのはなかなか難しい問題でありますが、一つヒントになる
のは、模本ではありますが、原本をきっちり完全に写しただろうか
というのは、やはりどこか私には疑問があります。なぜかといいま
すと、8 曲 1 隻で、これはたしか先ほど 500 何人が描かれている
というふうに言われましたが、徳川和子の時代、元和 6 年（1620）
の作品は、これは 6 曲 1 双でありますが、これ学生に数えさせま
したら 4015 人が描かれておりまして、ですから、元和とかその
あたりでこの流派が描いた場合には、これ島根県美本が 3000 人を
ちょっと超すぐらいなんです。林原美術館本も大体同じぐらいで
しょうか。ですから、大体そのあたりで、しかも 4000 人を超すと
いうのは、これはもう「洛中洛外図」で 1 点もございませんでした
ので、これもびっくりしたわけであります。ですから、そういう意
味でやはりこのグループに属する、そしてもう原本はこのグループ
というのがはっきりわかって、そしてそれを大体江戸時代の 17 世
紀の前期ですね、江戸時代前期の終わりぐらいに写したものではなかろうかと思います。
　そういうふうな言い方をしますと、ちょっと誤解を受けるとまずいんですが、これは原本がどのあたりまでさか
のぼっていくかということが非常に重要なことでございます。特に後から北川先生の世界のお話であると思います
が、大坂を描いた屛風ということで、とにかく 1 点でも大坂に関する、しかも江戸前期にさかのぼるものではな
いかと思われるような屛風が出てきたわけでございますから、そのことの歴史的な意味というのはもちろんぬぐえ
ないのでございます。
※図版 1 ～ 3 は京都国立博物館編『洛中洛外図　都の形象―洛中洛外図の世界』（淡交社、1997 年）より転載した。
※図版 4 ～ 10 は狩野博幸『新発見・洛中洛外図屛風』（青幻舎、2007 年）より転載した。
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